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各  位 
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 （コード番号 3093 東証プライム）  

問 合 せ 先  取締役経営企画室長 小林 英治  

 （ T E L． 0 3－ 3 8 8 0－ 8 8 2 2） 

2024年２月期第２四半期累計期間の連結業績予想及び配当予想（中間配当）の 

修正に関するお知らせ 
 

当社は、2023年４月 12日に公表いたしました 2024年２月期第２四半期累計期間の連結業績予想及び中間

配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（1）2024年２月期第２四半期累計期間 連結業績予想数値の修正 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 14,809 1,206 1,215 790 34.09 

今回修正予想（B） 15,729 1,387 1,398 909 39.13 

増減額（B-A） 920 181 183 119 ‐ 

増減率（％） 6.2 15.0 15.1 15.1 ‐ 

（参考）前期第２四半期実績 

（2023年２月期第２四半期実績） 
12,825 1,002 1,032 665 59.80 

（注）2023年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり当期純

利益の前期第２四半期実績については、当該株式分割前の実際の額を記載しております。 

 

（2）修正の理由 

 第１四半期連結累計期間においては、リユースへの需要は引き続き強く推移し、既存店の売上も高い伸びを

見せ、連結売上が前年同期比 122.7%となり、経常利益率も 12.6％と前年同期から更に改善し、営業利益、経

常利益は第１四半期時点で 10億円を超える水準となり、計画を上回る進捗となりました。この結果、第２四

半期累計期間の業績につきまして、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が前回予想を上

回る見込みとなったため、前回発表数値から修正いたします。 

  

２．配当予想の修正について 

（1）配当予想修正の内容 

 1株当たり年間配当金（円） 

 
第２四半期末 

（2023年８月 31日） 

期 末 

（2024年２月末日） 
合 計 

前 回 予 想 

（2023年４月 12日発表） 
10円 00銭 11円 00銭 21円 00銭 

今 回 修 正 予 想 12円 00銭 11円 00銭 23円 00銭 

当 期 実 績    



前 期 実 績 

（ 2 0 2 3 年 ２ 月 期 ） 
12円 00銭 25円 00銭 37円 00銭 

（注）2023年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配当金

の前期実績については、当該株式分割前の実際の配当額を記載しております。当該株式分割の影響を加味した

場合、前期第２四半期末実績は６円 00銭、前期期末実績は 12円 50銭、前期合計実績は 18円 50銭となりま

す。 

 

（2）修正の理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と認識しており、株主還元と内部留保の充実による財務

基盤の強化のバランスを勘案して、業績に応じ継続的に配当を行うことを基本方針とし、配当性向は 30%以上

を当面の目標としております。 

このたび、第１四半期連結累計期間の業績及び第２四半期累計期間業績予想の上方修正を受けまして、1株

当たり中間配当金を前回予想から２円増額の 12円とすることといたしました。これにより、当期の１株当た

り年間配当額は前期から４円 50銭増額の 23円となる予定です。 

今後も、上記の配当方針、配当性向目標を念頭に、株主還元及び配当政策を実施してまいります。 

 

(注記）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいており、実際の業績は、今後様々

な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性がございます。 

 

以 上 


